
〇水稲用除草剤は圃場に均一散布する必要があるため1キロ粒剤（1kg/10a施用）が一般的
〇省力化、環境負荷低減のため、粒剤が自ら拡散する「自己拡散型製剤」を開発
〇10aあたりの薬剤散布量を削減（60~400g/10a）

↑レブラス
エアー粒剤

省力拡散性製剤

←
シンズイZ
豆つぶ250

←
ルンバ
楽粒

↑サラブレッドGO
400FG

↑ディオーレ顆粒



〇ドローン、ハンドスコップ、背負動力散布機などによる局所的な施用でも圃場全体に均一に拡散
〇1キロ粒剤と比較して散布時間が大幅に短縮

省力拡散性製剤



〇10aあたりの包装重量を約70~90%削減
〇農薬配送時のCO2排出量を50%以上削減（推定）
〇ただしCO2削減量を中干し延長と比較すると0.1%程度
【CO2削減量比較】有機物無施用での中干し延長：200kg/ha 省力製剤100km配送：約0.15kg/ha

農産局農業環境対策課：「水稲栽培における中干し期間の延⾧」のＪ－クレジット制度について より抜粋

tCO2相当/ha/年

省力拡散性製剤
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